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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２０年　１０月　２９日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　記録者　田村　広恵　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・検査管理伝票作成時、必ず採血時間を入れて下さい。
　早朝であれば７時　　日中であれば１０時　になります。深夜勤の看護スタッフは周知　

　し作成して下さい。

・メール作成の書式が変更になるので、特にリーダー業務をする看護スタッフは、各自確認しておいてください。

・11/３は祝日の為、東病棟の皮膚科診察はなく、11/５南病棟の後に東病棟の診察になります。忘れずに東病棟へ連絡しましょう。

・皮膚科の変更はありません。

＜鍵の管理について＞
◎ステーションキーについて
　10/31よりステーションの鍵交換が東病棟から始まります。自分の名前がついた鍵は　　　　

個人管理ではなく、毎日出勤時に庶務から借り、退勤時に返却して下さい。その際、必ず“借り”“返却”の記載をする事。もし、返却せず退勤した場合は始末書提出になります。始末書３枚で鍵使用禁止です。
病棟用のステーションキーはなくなりますので、必ず個人の鍵を持ち業務して下さい。


・タイムカード未打刻について
　近日中に、未打刻分が約半年分まとめて徴収されます。自分の勤務を証明するためにも　

未打刻がないように気を付けましょう。

＜患者様連絡事項＞

・永洞　恭子様～下肢痛訴えありレントゲン施行。異常所見はありません。

　　　　　　　　引き続き、疼痛の程度・可動領域の観察を行っていきましょう。

　　　　　　　また、移乗の際には疼痛を考慮してゆっくりと行いますが、

　　　　　　　　一人での移乗が難しいと判断した場合は、無理せず二人で

　　　　　　　　介助していきましょう。

・鳥谷部　国光様～10/31　16時からみちのく病院にて面談（家族とみちのく病院医師）を行う予定です。みちのく病院から当院へ受け入れ可能かどうか連絡がきます。

・玉井　クニ子様～小坂Ｄr　10/31　　16：30　来院し、左肩周囲患部より穿刺し、菌培養、感受性検査予定です。検体は冷蔵庫保存し、翌日（土曜日なので10時くらいまでに）薬局へ出してください。

・大沢　とくゑ様～最近、陰部より白いおりもの様見られています。異臭はありません。川端Drより、小坂Drへ診察依頼するよう指示ありました。10/31、



診察していただきましょう。

＜防災委員会より＞

・11/7　避難訓練があります。
出火想定場所：東病棟喫煙室
出火想定時間：13：30
◎ABユニットの患者様はエレベーター前ホールへ集める。

　◎CDユニットの患者様はDホールへ集める。
＊いずれも、各部屋を確認した際は“部屋の扉を閉める”事で“残留者なし”となる

で確実に閉めてください。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

・山田　典子様～10/22転入となっています。転入後は比較的落ち着いてプログラム参加できている様子です。周囲との交流もみられています。来月から個別で編み物を行って頂く予定にしています。また、歩行面ですり足で歩行しているとの情報があるため、転倒防止のため介入していきます。

・峰田　満男様～活動性出てきており、疎通も以前より良く取れています。前より腕が動かなくなったと訴えあり、他動運動行っています。ADLを維持・拡大できるように介入していきます。

・鳥谷部　國光様～右上肢・体幹の緊張強く大きく傾きみられます。右で車椅子の肘掛などを強く掴んでいることあり、それにより緊張が強くなっていることも考えられます。反射により物を掴むことが多いため、何かを掴んでいる時は、手を離すように介入して下さい。下肢に加え右上肢の他動運動も行っていきます。

＜千葉良Dr.から＞

・晴山長司様について、大学時代の記憶が残っており、ギターを弾いていたことを話しています。その時代のことは表情良く話しており、当時使っていたギターが家にあるとの事です。担当スタッフの方は、ご家族にギターがあるかどうかを聞いてみて下さい。

・高森清八様について、テーブルや椅子を動かす行為は、手続き的な記憶によるものと考えますので、止めるのではなく一緒に安全に動かす手助けをして下さい。車椅子を押す行為は危険ですので、その際には介入して下さい。

※　認知症に関して興味を持っている・知りたいと思っているスタッフは、千葉良Dr.まで声を掛けて下さい。







